
開催日　： 令和7年2月24日

開催場所： 大洲総合運動公園弓道場

主　催　　大分県弓道連盟

　　　

第59回　冬季会長杯弓道大会



《 開 会 式 》　  　９：００～

(1) 開会のことば　　　　

(2) 拝礼

(3) 優勝杯返還 ※第58回選手権者：和田純司 選手（速見郡）

(4) 会長挨拶

(5) 競技の説明　

《矢 渡 し》　　　 ９：１０～

射　　手　： 安倍 智　　　会長（教士八段）

第一介添　： 野田 俊二　　教士七段

第二介添　： 後藤 博美　　教士六段

《競　　技》　　　９：３０～

（１）団体トーナメント戦： 近的、立射、４矢３人の計１２射の的中制

（２）同中の場合は下記要領にて勝敗を決定する。

　　＜準々決勝まで＞①大前の的中数⇒②中立の的中数⇒③大落によるくじ引き

　　＜準決勝以降　＞①各自１射による同中競射

（３）会場は４射場を使用し、２試合を同時進行する。

(4)間合いは"大三"打ち起こしとする。（後ろの選手が先に離しても有効）

(5)進行予定時間 （１試合６分１５秒での計算値）　

(9:30~) １回戦－Ａ（１～８番立）

(10:20~) １回戦－Ｂ（９～１６番立）

(11:10~) １回戦－Ｃ（１７～２４番立）

(12:00~) １回戦－Ｄ（２５～２７番立）

(12:20~) 昼食休憩

(13:00~) ２回戦（２８～４３番立）

(14:40~) ３回戦（４４～５１番立）

(15:30~16:25) ４回戦～決勝戦（５２～５９番立）

《表　彰》 （１）団体トーナメント戦

　　　　 ベスト１６　＜優勝／準優勝／３位(２ﾁｰﾑ)／５位(４ﾁｰﾑ)／９位(８ﾁｰﾑ)＞

（２）皆中賞（４射皆中者、1人１回）

（３）敢闘賞（トーナメント戦敗退チーム）

《閉 会 式》　　　16:35～

(1) 成績発表および表彰

(2) 会長挨拶

(3) 拝礼

(4) 閉会のことば

※運営当番　（別紙にて掲示）

※矢取り／矢返しは行射終了した選手が次立で行って下さい

日　　　　　程



立番について（※下記方針に従って割り当てしました。）

(1)基本は乱数昇順で割り振りする。

(2)シード１１チームは県境からの一般参加チームに割り当てる。

(3)1回戦で同じ団体所属のチーム同士が対戦しないように調整する。

来場・受付について

(1)各チームは立番開始40分前までには来場して下さい。

　　※「1回戦－A」のチームは開会式、矢渡しに参加して下さい。

　　※1回戦シードのチームは１２：００までに来場して下さい。

(2)受付は行いません。

　　①各チームは来場時に、掲示してる「トーナメント表」のチーム番号を赤丸で囲んで下さい。

　　②来場したチームはチームNoのゼッケンを受取り、大前の選手が付けて下さい。

行射時の流れについて

①招集係の指示に従って射場出入り口付近に準備した「第１控用イス」に整列する。

②前立の最も遅い選手が２本目の矢を射終わった時点で、起立し入場口に並ぶ。

③前立の最も遅い選手が３本目の矢を射終わった時点で、入場する。

④進行の指示に従って進座し、”大三”打ち起こしの要領で行射する。

⑥行射を終了した選手は退場する。（※準決勝／決勝では本座に戻って待機する）

⑦大落の選手は記録係の後方にて勝敗を確認し、同中の場合はくじを引く。

⑧敗退したチームは「敢闘賞」を受領し、ゼッケンを返却して退館する。

⑨皆中した選手は「皆中賞」を受領する。（※皆中賞の受領は１回のみとする）

連　絡　事　項


